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１．はじめに 

 傾斜土槽法は，無曝気での好気性生物処理が可能であり，省エネルギ－型の汚水処理システムを構築することが

できると考えられる．浄化担体として石炭火力発電の産業副産物であるクリンカアッシュ等を用い，農業集落排水

処理場の流入下水の浄化実験を行ったので報告する． 

２．実験方法  

2-1.傾斜土槽法 

 底面に傾斜をつけた薄層容器や構造体に固体の浄化担体を充填し

たものを傾斜土槽（図－１参照），これを用いた水質浄化を傾斜土槽

法とよんでいる． 

2-2.実験内容 

実験は，愛媛県のＯ農業集落排水事業場において実施した．図－１

の傾斜土槽を 10 段積みにし，その最上段に原水として最初沈殿池の

流出水を入れ，最下段から流出するものを処理水とした．写真－１に

実験状況を示す．本実験では，浄化担体の種類別の浄化効果を調査し

たので，10段積みは複数基となっている．通水実験は，’04,10から’05,11

の一年間行い，この期間で浄化担体は同じものを継続使用した． 

各 10 段積みへの注水部は，角度で流入量が調整可能な構造とし，

日処理水量は水量面積負荷量 200L･ｍ-2･ｄ-1より 855Lに設定した． 

本報では，浄化担体として従来から使用している園芸用の鹿沼土 1)，

クリンカアッシュ，石炭灰を利用した粒状地盤材料 2)（以下「石炭灰粒

状材」という）の三種類の浄化担体の実験結果について報告する． 

原水には懸濁物が多く，浄化担体が小粒径の場合は，流入部に近い最上段から早急に目詰まりが起きると予想

された．そこで，鹿沼土とクリンカアッシュは上 2 段，石炭灰粒状材は上 3 段をそれぞれ大粒径とし，それより

下段を小粒径とした．なお，浄化担体の平均粒径（D50）は，土の工学的分類方法による地盤材料の区分と呼び名

に従えば，各大粒径は中礫(4.75～19mm)の大粒径範囲(9.5～19mm)，鹿沼土と石炭灰粒状材の小粒径は中礫(4.75～

19mm)の小粒径範囲(4.75～9.5mm)，クリンカアッシュの小粒径は細礫(2～4.75mm)であった． 

３．実験結果と考察  

3-1.実験状況 

 原水にはトイレットペ－パ－の残渣が主体と推測される懸濁物が予想外に多かった．各傾斜土槽への注水部には，

懸濁物が堆積し，このために当初の設定処理水量の維持，および各基均等な水量の保持は困難であった．本実験設

備には加温装置はなく，水温は，原水では 12～28℃(平均 20℃)，処理水では 5～26℃(平均 16℃)であった． 

3-2.実験結果と考察 

 図－２に原水と処理水の経時変動，表－１に全期間の平均水質と除去率を示す． 

いずれの浄化担体でも，SS,BOD,CODはよく浄化されており，浄化担体による浄化効果の違いはみられなかった． 
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写真-1　実験状況

図－１　傾斜土槽
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大腸菌群数では，平均数が一桁から二桁減少している．これらの浄化作用は，SSは物理的なろ過作用，BOD,COD,

大腸菌群数は，主に生物的な浄化作用と考えられる． 

T-P 除去率は 51～83%と，浄化担体による違いが認められた．リンは化学的吸着作用が働くために浄化担体の化

学的成分等の材質が影響したものと考えられる． 

T-N ではほとんど浄化効果がみられず，処理水が原水を上回る結果もみられた．本実験とは対照的に台所排水実

験 1)では T-Nは浄化された．本実験（T-N平均除去率 10～27%，原水の平均 BOD185mg･L-1，平均 T-N41.5 mg･L-1，

BOD/T-N比 4）と台所排水実験（T-N平均除去率 72%，原水の平均 BOD650mg･L-1，平均 T-N26.8 mg･L-1，BOD/T-N

比 24）を比べると，本実験では T-Nに比べて BODが低く，硝化は進むものの脱窒が不十分で T-N除去率が低くな

ったと推測される．なお，台所排水実験では処理水が原水を上回ることや高濃度の硝酸態窒素の流出はなかったが，

本実験で処理水が原水を上回ったのは，傾斜土槽内部の堆積物から硝酸態窒素が溶出したものと推測される． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 石炭灰等の浄化担体を用いた傾斜土槽法で下水の浄化を行った．いずれの浄化担体でも SS,BOD,CODはよく浄化

され，大腸菌群数も一桁程度減少した．T-N 除去率は低く，この改善策には脱窒に必要な有機物（BOD）の添加等

が有効と考えられた．T-P除去率では担体別にリンの化学的吸着量の違いによると考えられる差がみられた． 

以上の実験結果より，石炭灰等を利用した傾斜土槽法では物理的,生物的,化学的の各浄化作用が同時に働いてお

り，これらをうまくシステム化することで省エネルギ－タイプの下水の高度処理が可能であると考えられる． 

末筆ながら本研究に御助言をいただいた愛媛大学農学部地域環境整備学研究室の櫻井雄二教授に深謝いたします． 
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図－２ 水質の経時変動

表－１　平均水質と除去率

凡 例  ◆:原水
　　　 ●:クリンカアッシュ
　　　 ×:鹿沼土
　　　 ○:石炭灰粒状材
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数(個/ml)

　原　　水 7.4 355 184.5 147.4 41.5 4.92 161500
クリンカアッシュ 処理水 7.5 9 17.0 23.0 30.4 2.41 8836
鹿沼土 処理水 7.3 15 16.3 22.5 35.4 0.86 17384
石炭灰粒状材 処理水 8.3 8 17.5 26.7 37.4 1.07 9829
クリンカアッシュ － 98% 91% 84% 27% 51% 95%
鹿沼土 － 96% 91% 85% 15% 83% 89%
石炭灰粒状材 － 98% 90% 82% 10% 78% 94%
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